
平成２２年度 実施メニュー実施結果表

取 組 名 トキの営巣木等保全整備事業（継続）

流 域 名 佐渡

実施箇所及び 佐渡市新穂山国有林 10 月 13 日～ 1 月 15 日
実施日

取組の背景及 平成２０～２２年とトキの試験放鳥が行われ、これまで、営
び必要性 巣候補木、アカマツ被害木調査、歩道整備、営巣候補木への樹

幹注入、松くい虫被害木伐倒駆除等の森林整備事業を実施して
きた。

関東森林管理局で設置した「希少動植物種データベース整備
事業（佐渡・トキ）」及び「今後の森林整備方針に関する検討
委員会」等の成果や放鳥固体のモニタリングから得られる知見
等を踏まえ、トキの野生復帰に向け、上局と協調して取り組む
こととする。

【これまでの取組内容】
トキの野生復帰に向け、平成２０年～２１年にかけてトキの

試験放鳥が行われるとともに、トキ営巣木樹幹注入、枯損木伐
取 組 の 内 容 倒駆除等の森林整備を実施してきた。

【平成22年度の取組内容】
今年度も引き続き３回目の試験放鳥が行われ、国有林におい

てもトキ営巣木樹幹注入、枯損木伐倒駆除等の森林整備を実施
した。

国有林担当 下越森林管理署：流域管理調整官・業務課
部局・役割 （森林整備）

連携協働相 相手先：環境省・新潟県・佐渡市
手先・役割 （試験放鳥）



【 参 考 資 料 】

取 組 名 トキの営巣木等保全整備事業（継続）

「松くい虫防除」

「アカマツ被害木の伐倒作業」



平成２２年度 実施メニュー実施結果表

取 組 名 「鬼太鼓の森づくり」連携推進事業（継続）

流 域 名 佐渡

実施箇所及び 新穂山国有林１２２わ林小班内 11 月 3 日（水）
実施日

取組の背景及 佐渡の伝統芸能である「鬼太鼓」の材料となるケヤキ等を生
び必要性 産するため、「鬼太鼓の森づくり協議会」と協定を結び、平成

１９年に国有林内にケヤキ等を植栽し、その後、保育作業を行
ってきた。

引き続き植栽木の保育等の活動を支援する必要がある。

【これまでの取組内容】
平成１９年に「鬼太鼓の森づくり協議会」において、植樹を行
い、その後、保育作業を実施してきた。

取 組 の 内 容
【平成22年度の取組内容】

今年は、「鬼太鼓の森育樹イベント」として、佐渡市・佐渡
地域緑化推進連絡会等と連携により、一般参加者を募って実施
した。

国有林担当 下越森林管理署：森林官
部局・役割 役割：参加

連携協働相 相手先：「鬼太鼓の森づくり」協議会
手先・役割 役割：企画・募集



【 参 考 資 料 】

取 組 名 「鬼太鼓の森づくり」連携推進事業（継続）

「野兎による食害防止ネット補修作業」イベントとして実行


